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前々回部会資料１－４「改正一覧」１頁 １．調査事項 (1) 新設 

  「被災による転居の有無」について，「一度転居して戻った」という区分を追加して

はどうか。 

 

【回答１】 

 被災による被害の状況で家計の収支等が異なることから，転居の有無や現在の状況に

おいて，当該世帯の収支をより適切に把握する必要がある。 

また，避難していたが元の住居に戻った世帯については，諮問案ではどの区分を選択

するか迷うため，「転居したが元の住居に戻っている」という区分を追加することとし

たい。 

 

＜変更案＞ 

 
 

（参考）転居に関する定義について（記入のしかた（記載案）） 

 (21) 被災による 

転居の有無 
転居の状況 

転居したことはない ・現在の住居から転居していない場合 

・避難所等に一時避難していたが，元の住居に戻った場合 

転居したが元の 

住居に戻っている 

・仮設住宅等に１か月以上避難していたが，元の住居に戻った場合 

・被災前と同じ場所に住居を建て替えて住んでいる場合 

今も転居先にいる ・現在も仮設住宅等で避難生活を送っている場合 

・被災前と異なる場所に住んでいる場合 
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前々回部会資料１－４「改正一覧」３頁 ２．選択肢 (1) 新設 

  「その他の人」について，有料老人ホームの区分を追加してほしい。 

 

【回答２】 

 公的な施設である介護保険施設以外に高齢者が入所することができる介護施設とし

ては，有料老人ホーム，軽費老人ホームなどがある。 

 これらに入所している家族を捉え，世帯との家計のつながりによる収支の実態を明ら

かにするため，「介護保険施設入所」と区別し，「他の介護施設入所」を設けることとす

る。 

 

＜変更案＞ ＜該当する施設＞ 

 

１ 介護保険施設 

・ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

・ 介護老人保健施設 

 ・ 介護療養型医療施設 

 

２ 他の介護施設 

・ 有料老人ホーム 

・ 養護老人ホーム 

・ 軽費老人ホーム 

・ サービス付き高齢者向け住宅 

・ 認知症高齢者グループホーム 

・ ケアハウス         など 
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前々回部会資料１－４「改正一覧」６頁 ３．その他 (4) 記入単位の変更 

 ・「(14)要介護・要支援の別」の設問の説明書きに，「40 歳未満の方は，回答不要」と

あるが，記入者自身の年齢と間違うことがないよう，「40 歳未満の世帯員については回

答不要」としてはどうか。 

・「(13)介護の状況」と「(14)要介護・要支援の別」の設問は，回答者の立場が逆にな

るため，混乱しやすいのではないか。 

 

【回答３】 

・ 「(13)介護の状況」及び「(14)要介護・要支援の別」の設問は，回答者の立場が

逆になり，混乱するおそれがあるため，これらの設問の間に「(14)の設問について

は，各世帯員（介護を受けている方）の認定の状況について回答してください」と

いう注意書きを追加する。 

・ 「(13)介護の状況」について，各世帯員が行っている介護の状況であることを明

確にするため，「(13)介護をしている状況」に変更する。 

・ 「(14)要介護・要支援の別」について，記入者自身の年齢ではないことを明確に

するため，注意書きを「40 歳未満の世帯員については，回答不要です」に変更す

る。 

 

＜変更案＞ 
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